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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動物の検体を検査する複数の動物用検査端末装置と、検査結果に関する情報を収集する
中央装置とがデータ通信することが可能に接続された動物検査情報提供システムであって
、
　前記動物用検査端末装置は、
　　検体を提供した動物の種類または品種を示す属性情報を受け付ける属性情報受付手段
と、
　　検体を測定して初期物性値情報を取得し、前記属性情報受付手段によって受け付けら
れた前記属性情報に応じた補正情報であって、前記動物用検査端末装置ごとに設定された
補正情報によって前記初期物性値情報を補正することによって得られる該検体の最終的な
測定結果である物性値情報を取得する物性値情報取得手段と、
　　前記物性値情報取得手段で取得した前記物性値情報と前記属性情報と前記補正情報と
を対応付けて前記中央装置へ送信する物性値情報送信手段とを備え、
　前記中央装置は、
　　複数の前記動物用検査端末装置から、前記属性情報と、前記属性情報に対応付けられ
た前記物性値情報と、それらに対応付けられた前記補正情報とを受信する物性値情報受信
手段と、
　前記物性値情報受信手段で受信した前記物性値情報と前記属性情報と前記補正情報とを
記憶する物性値情報記憶手段と、
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　前記動物用検査端末装置から閲覧要求を受信すると、閲覧要求に含まれる所定の属性情
報を有する物性値情報および補正情報を前記物性値情報記憶手段から抽出し、前記所定の
属性情報とともに前記動物用検査端末装置に送信する情報出力手段と
　を備え、
　前記動物用検査端末装置はさらに、前記情報出力手段によって送信された情報を閲覧す
るための閲覧手段を備える、動物検査情報提供システム。
【請求項２】
　前記動物用検査端末装置と前記中央装置とは、施設内ネットワークを介して接続されて
いる請求項１に記載の動物検査情報提供システム。
【請求項３】
　前記動物用検査端末装置と前記中央装置とは、インターネットを介して接続されている
請求項１又は２に記載の動物検査情報提供システム。
【請求項４】
　前記動物用検査端末装置とは異なる測定項目について物性値情報を取得し、該物性値情
報を前記属性情報および前記補正情報と対応付けて前記中央装置へ送信する第２動物用検
査端末装置をさらに備える請求項１～３のいずれかに記載の動物検査情報提供システム。
【請求項５】
　前記動物用検査端末装置は、動物用血球計数装置であり、前記物性値情報は、白血球数
、赤血球数、血小板数、およびヘモグロビン量の少なくとも１つを含む請求項１～４のい
ずれかに記載の動物検査情報提供システム。
【請求項６】
　動物の検体を検査する複数の動物用検査端末装置とデータ通信することが可能に接続さ
れており、検査結果に関する情報を収集する中央装置であって、
　複数の前記動物用検査端末装置から、検体を提供した動物の種類または品種を示す属性
情報と、検体を測定して得られる初期物性値情報を前記属性情報に応じた補正情報であっ
て、前記動物用検査端末装置ごとに設定された補正情報によって補正することによって得
られる該検体の最終的な測定結果である物性値情報と、前記補正情報と、をそれぞれ対応
付けられた状態で受信する物性値情報受信手段と、
　前記物性値情報受信手段で受信した前記物性値情報と前記属性情報と前記補正情報とを
記憶する物性値情報記憶手段と、
　前記動物用検査端末装置から閲覧要求を受信すると、閲覧要求に含まれる所定の属性情
報を有する物性値情報および補正情報を前記物性値情報記憶手段から抽出し、前記所定の
属性情報とともに前記動物用検査端末装置に送信する情報出力手段と
　を備える中央装置。
【請求項７】
　他のコンピュータと接続されればデータ通信をすることが可能に構成され、動物の検体
を検査する動物用検査端末装置であって、
　検体を提供した動物の種類または品種を示す属性情報を受け付ける属性情報受付手段と
、
　検体を測定して初期物性値情報を取得し、前記属性情報受付手段によって受け付けられ
た前記属性情報に応じた補正情報であって、前記動物用検査端末装置ごとに設定された補
正情報によって前記初期物性値情報を補正することによって得られる該検体の最終的な測
定結果である物性値情報を取得する物性値情報取得手段と、
　前記物性値情報取得手段で取得した前記物性値情報と前記属性情報と前記補正情報とを
対応付けてネットワークを介して他のコンピュータへ送信する物性値情報送信手段と、
　前記動物用検査端末装置から閲覧要求を受信した前記他のコンピュータによって送信さ
れた、前記物性値情報と前記属性情報と前記補正情報とから抽出された、閲覧要求に含ま
れる所定の属性情報を有する物性値情報および補正情報と、前記所定の属性情報とを閲覧
するための閲覧手段と、
　を備える動物用検査端末装置。
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【請求項８】
　前記属性情報受付手段は、前記属性情報を入力するための属性情報入力画面を表示する
入力画面表示手段を備える請求項７に記載の動物用検査端末装置。
【請求項９】
　動物の検体を検査する複数の動物用検査端末装置と、検査結果に関する情報を収集する
中央装置とがデータ通信することが可能に接続されており、検査結果に関する情報を提供
する動物検査情報提供方法であって、
　前記動物用検査端末装置は、
　　検体を提供した動物の種類または品種を示す属性情報を受け付け、
　　検体を測定して初期物性値情報を取得し、受け付けられた前記属性情報に応じた補正
情報であって、前記動物用検査端末装置ごとに設定された補正情報によって前記初期物性
値情報を補正することによって得られる該検体の最終的な測定結果である物性値情報を取
得し、
　　前記物性値情報と前記属性情報と前記補正情報とを対応付けて前記中央装置へ送信し
、
　前記中央装置は、
　　複数の前記動物用検査端末装置から、前記属性情報と、前記属性情報に対応付けられ
た前記物性値情報と、それらに対応付けられた前記補正情報とを受信し、
　　受信した前記物性値情報と前記属性情報と前記補正情報とを記憶し、
　　前記動物用検査端末装置から閲覧要求を受信すると、閲覧要求に含まれる所定の属性
情報を有する物性値情報および補正情報を、記憶した前記情報から抽出し、前記所定の属
性情報とともに前記動物用検査端末装置に送信し、
　前記動物用検査端末装置はさらに、前記中央装置により送信された情報を閲覧可能にす
る、動物検査情報提供方法。
【請求項１０】
　動物の検体を検査する複数の動物用検査端末装置とデータ通信することが可能に接続さ
れており、検査結果に関する情報を収集する中央装置で実行することが可能なコンピュー
タプログラムであって、
　前記中央装置を、
　　複数の前記動物用検査端末装置から、検体を提供した動物の種類または品種を示す属
性情報と、検体を測定して得られる初期物性値情報を前記属性情報に応じた補正情報であ
って、前記動物用検査端末装置ごとに設定された補正情報によって補正することによって
得られる該検体の最終的な測定結果である物性値情報と、前記補正情報と、をそれぞれ対
応付けられた状態で受信する物性値情報受信手段と、
　　前記物性値情報受信手段で受信した前記物性値情報と前記属性情報と前記補正情報と
を記憶する物性値情報記憶手段と、
　　前記動物用検査端末装置から閲覧要求を受信すると、閲覧要求に含まれる所定の属性
情報を有する物性値情報および補正情報を前記物性値情報記憶手段から抽出し、前記所定
の属性情報とともに前記動物用検査端末装置に送信する情報出力手段
　　として機能させるコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、動物用検査端末装置で得られた測定結果を管理するための動物検査情報提供
システム、中央装置、動物用検査端末装置、動物検査情報提供方法およびコンピュータプ
ログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　動物病院では、動物から採取した血液や尿などの検体を分析するために、動物用の分析
装置を使用している。このような動物用分析装置では、動物の種類によって試料の成分、
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例えば赤血球の大きさ、濃度などが大きく異なることに対応するため、動物の種類に応じ
た分析条件の変更が可能である（例えば、特許文献１）。このような動物用分析装置は、
他のコンピュータに接続することなく、スタンドアローンで使用されることが一般的であ
るが、上記特許文献１では、動物用分析装置とホストコンピュータとをネットワークを介
して接続することも開示されている。
【０００３】
 一方、人用の分析装置を他のコンピュータとネットワークを介して接続することも知ら
れている。例えば、特許文献２には、人用の分析装置と、システムを提供する提供者のサ
ーバとがネットワークを介して接続されたリモートサポートシステムが開示されている。
また、特許文献３には、人用の分析装置と、その分析装置による検査を行う施設内のサー
バとがネットワークを介して接続された臨床検査システムが開示されている。
【０００４】
 さらに、特許文献４には、分析装置とシステムを提供する提供者の管理装置とがネット
ワークを介して接続された分析データ提供システムが開示されている。上記特許文献４に
は、測定装置から、犬、猫などの生体種別を示す情報を、サーバに送信することも開示さ
れている。
【特許文献１】特開２０００－３１０６４２号公報
【特許文献２】特開２００１－２２９２９１号公報
【特許文献３】特開２００３－３２９６９０号公報
【特許文献４】特開２００２－１３９５０２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
 近年、ペットを飼う人の数が増加している。これに伴い、動物病院では、検体の検査の
数や測定項目の種類が増加してきている。しかしながら、上記したように、動物用分析装
置はスタンドアローンで使用されることが一般的であったため、測定結果の記憶容量は比
較的小さく、測定結果は、プリントアウトして保管されているのが現状である。また、上
記したように、動物の検体は、動物の種類によって成分が異なるものであるため、ある動
物種の検体を検査した場合には、その動物種の他の検体の検査結果を参照したい場合があ
る。従来、このような場合には、プリントアウトして保管された多数の測定結果から、必
要な測定結果をみつける必要があり、その作業は非常に煩雑であった。
【０００６】
 また、上記のように、分析装置とサーバとがネットワークを介して接続されたシステム
も知られているが、動物の検体の検査に特有の上記の課題を解決するものではなかった。
　例えば、上記特許文献１では、動物用分析装置とホストコンピュータとをネットワーク
を介して接続することを開示しているものの、このホストコンピュータは、分析可能な動
物種とその動物種を指定するためのＩＤとが対応付けられた動物種テーブルを記憶するの
みであり、動物用分析装置によって得られた測定結果（物性値）をどのように管理するか
については一切記載されていない。
【０００７】
 特許文献２では、分析装置からサーバに送信されるのは、精度管理物質の測定結果であ
り、検体の測定結果を送信することについては一切記載されていない。人の検体の測定結
果は、個人情報であり、このような情報を外部のサーバに送信することは、情報漏れのリ
スクが大きいため、人の検体の測定結果を外部のサーバに送信したいという要望は非常に
小さい。
 特許文献３では、人の検体の測定結果が施設内のサーバに送信されている。しかし、こ
のシステムは人の検体を対象とするものであり、動物の検体の測定結果を管理することに
ついては一切記載されていない。特に、上記したように、動物の検体は、動物の種類によ
って成分が異なるものであるため、測定結果を管理するためには動物種の情報が重要にな
るが、上記特許文献３ではこの点について一切記載されていない。
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【０００８】
 特許文献４では、測定装置から、犬、猫などの生体種別を示す情報を、サーバに送信す
ることが開示されている。しかし、このシステムで測定装置からサーバに送信されるデー
タは、分析装置の使用者に対する最終的な測定結果ではなく、中間データであり、最終的
な測定結果を得るために、この中間データを解析する専用のサーバを必要とする。近年、
検体の数が増加しているとはいえ、動物の検査の場合、人の検査と比較すると検体の数が
非常に少ないため、このような解析専用のサーバを設けることは現実的ではなかった。
【０００９】
　本発明は斯かる事情に鑑みてなされたものであり、検査対象としている検体の動物種（
または品種）と同じ動物種（または品種）の他の検体の検査結果と、それらの検査結果を
算出するために使用された補正情報とを容易に参照することを可能とする動物検査情報提
供システム、中央装置、動物用検査端末装置、動物検査情報提供方法およびコンピュータ
プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために第１発明に係る動物検査情報提供システムは、動物の検体を
検査する複数の動物用検査端末装置と、検査結果に関する情報を収集する中央装置とがデ
ータ通信することが可能に接続された動物検査情報提供システムであって、前記動物用検
査端末装置は、検体を提供した動物の種類または品種を示す属性情報を受け付ける属性情
報受付手段と、検体を測定して初期物性値情報を取得し、前記属性情報受付手段によって
受け付けられた前記属性情報に応じた補正情報であって、前記動物用検査端末装置ごとに
設定された補正情報によって前記初期物性値情報を補正することによって得られる該検体
の最終的な測定結果である物性値情報を取得する物性値情報取得手段と、前記物性値情報
取得手段で取得した前記物性値情報と前記属性情報と前記補正情報とを対応付けて前記中
央装置へ送信する物性値情報送信手段とを備え、前記中央装置は、複数の前記動物用検査
端末装置から、前記属性情報と、前記属性情報に対応付けられた前記物性値情報と、それ
らに対応付けられた前記補正情報とを受信する物性値情報受信手段と、前記物性値情報受
信手段で受信した前記物性値情報と前記属性情報と前記補正情報とを記憶する物性値情報
記憶手段と、前記動物用検査端末装置から閲覧要求を受信すると、閲覧要求に含まれる所
定の属性情報を有する物性値情報および補正情報を前記物性値情報記憶手段から抽出し、
前記所定の属性情報とともに前記動物用検査端末装置に送信する情報出力手段とを備え、
前記動物用検査端末装置はさらに、前記情報出力手段によって送信された情報を閲覧する
ための閲覧手段を備える。
【００１３】
　また、第２発明に係る動物検査情報提供システムは、第１発明において、前記動物用検
査端末装置と前記中央装置とは、施設内ネットワークを介して接続されていることを特徴
とする。
【００１４】
　また、第３発明に係る動物検査情報提供システムは、第１または第２発明において、前
記動物用検査端末装置と前記中央装置とは、インターネットを介して接続されていること
を特徴とする。
【００１５】
　また、第４発明に係る動物検査情報提供システムは、第１乃至第３発明のいずれか１つ
において、前記動物用検査端末装置とは異なる測定項目について物性値情報を取得し、該
物性値情報を前記属性情報と対応付けて前記中央装置へ送信する第２動物用検査端末装置
をさらに備えることを特徴とする。
　また、第５発明に係る動物検査情報提供システムは、第１乃至第４発明のいずれか１つ
において、前記動物用検査端末装置は、動物用血球計数装置であり、前記物性値情報は、
白血球数、赤血球数、血小板数、およびヘモグロビン量の少なくとも１つを含むことを特
徴とする。
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【００１６】
　次に上記目的を達成するために第６発明に係る中央装置は、動物の検体を検査する複数
の動物用検査端末装置とデータ通信することが可能に接続されており、検査結果に関する
情報を収集する中央装置であって、複数の前記動物用検査端末装置から、検体を提供した
動物の種類または品種を示す属性情報と、検体を測定して得られる初期物性値情報を前記
属性情報に応じた補正情報であって、前記動物用検査端末装置ごとに設定された補正情報
によって補正することによって得られる該検体の最終的な測定結果である物性値情報と、
前記補正情報と、をそれぞれ対応付けられた状態で受信する物性値情報受信手段と、前記
物性値情報受信手段で受信した前記物性値情報と前記属性情報と前記補正情報とを記憶す
る物性値情報記憶手段と、前記動物用検査端末装置から閲覧要求を受信すると、閲覧要求
に含まれる所定の属性情報を有する物性値情報および補正情報を前記物性値情報記憶手段
から抽出し、前記所定の属性情報とともに前記動物用検査端末装置に送信する情報出力手
段とを備える。
【００１７】
　次に上記目的を達成するために第７発明に係る動物用検査端末装置は、他のコンピュー
タと接続されればデータ通信をすることが可能に構成され、動物の検体を検査する動物用
検査端末装置であって、検体を提供した動物の種類または品種を示す属性情報を受け付け
る属性情報受付手段と、検体を測定して初期物性値情報を取得し、前記属性情報受付手段
によって受け付けられた前記属性情報に応じた補正情報であって、前記動物用検査端末装
置ごとに設定された補正情報によって前記初期物性値情報を補正することによって得られ
る該検体の最終的な測定結果である物性値情報を取得する物性値情報取得手段と、前記物
性値情報取得手段で取得した前記物性値情報と前記属性情報と前記補正情報とを対応付け
てネットワークを介して他のコンピュータへ送信する物性値情報送信手段と、前記動物用
検査端末装置から閲覧要求を受信した前記他のコンピュータから送信された、前記物性値
情報と前記属性情報と前記補正情報とから抽出された、閲覧要求に含まれる所定の属性情
報を有する物性値情報および補正情報と、前記所定の属性情報とを閲覧するための閲覧手
段と、を備える。
【００１８】
　また、第８発明に係る動物用検査端末装置は、第７発明において、前記属性情報受付手
段は、前記属性情報を入力するための属性情報入力画面を表示する入力画面表示手段を備
えることを特徴とする。
【００１９】
　次に上記目的を達成するために第９発明に係る動物検査情報提供方法は、動物の検体を
検査する複数の動物用検査端末装置と、検査結果に関する情報を収集する中央装置とがデ
ータ通信することが可能に接続されており、検査結果に関する情報を提供する動物検査情
報提供方法であって、前記動物用検査端末装置は、検体を提供した動物の種類または品種
を示す属性情報を受け付け、検体を測定して初期物性値情報を取得し、受け付けられた前
記属性情報に応じた補正情報であって、前記動物用検査端末装置ごとに設定された補正情
報によって前記初期物性値情報を補正することによって得られる該検体の最終的な測定結
果である物性値情報を取得し、前記物性値情報と前記属性情報と前記補正情報とを対応付
けて前記中央装置へ送信し、前記中央装置は、複数の前記動物用検査端末装置から、前記
属性情報と、前記属性情報に対応付けられた前記物性値情報と、それらに対応付けられた
前記補正情報とを受信し、受信した前記物性値情報と前記属性情報と前記補正情報とを記
憶し、前記動物用検査端末装置から閲覧要求を受信すると、閲覧要求に含まれる所定の属
性情報を有する物性値情報および補正情報を、記憶した前記情報から抽出し、前記所定の
属性情報とともに前記動物用検査端末装置に送信し、前記動物用検査端末装置はさらに、
前記中央装置により送信された情報を閲覧可能にする。
【００２０】
　次に上記目的を達成するために第１０発明に係るコンピュータプログラムは、動物の検
体を検査する複数の動物用検査端末装置とデータ通信することが可能に接続されており、
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検査結果に関する情報を収集する中央装置で実行することが可能なコンピュータプログラ
ムであって、前記中央装置を、複数の前記動物用検査端末装置から、検体を提供した動物
種類または品種を示す属性情報と、検体を測定して得られる初期物性値情報を前記属性情
報に応じた補正情報であって、前記動物用検査端末装置ごとに設定された補正情報によっ
て補正することによって得られる該検体の最終的な測定結果である物性値情報と、前記補
正情報と、をそれぞれ対応付けられた状態で受信する物性値情報受信手段と、前記物性値
情報受信手段で受信した前記物性値情報と前記属性情報と前記補正情報とを記憶する物性
値情報記憶手段と、前記動物用検査端末装置から閲覧要求を受信すると、閲覧要求に含ま
れる所定の属性情報を有する物性値情報および補正情報を前記物性値情報記憶手段から抽
出し、前記所定の属性情報とともに前記動物用検査端末装置に送信する情報出力手段とし
て機能させる。
【００２１】
　第１発明、第６発明、第７発明、第９発明及び第１０発明では、動物の検体を検査する
複数の動物用検査端末装置と、検査結果に関する情報を収集する中央装置とがデータ通信
することが可能に接続されている。動物用検査端末装置は、検体を提供した動物の種類ま
たは品種を示す属性情報を受け付け、検体を測定して初期物性値情報を取得し、属性情報
受付手段によって受け付けられた前記属性情報に応じた補正情報であって、前記動物用検
査端末装置ごとに設定された補正情報によって前記初期物性値情報を補正することによっ
て得られる該検体の最終的な測定結果である物性値情報を取得し、前記物性値情報取得手
段で取得した前記物性値情報と前記属性情報と前記補正情報とを対応付けて前記中央装置
へ送信する。中央装置は、複数の前記動物用検査端末装置から、前記属性情報と、前記属
性情報に対応付けられた前記物性値情報と、それらに対応付けられた前記補正情報とを受
信し、前記物性値情報受信手段で受信した前記物性値情報と前記属性情報と前記補正情報
とを記憶し、前記動物用検査端末装置から閲覧要求を受信すると、閲覧要求に含まれる所
定の属性情報を有する物性値情報および補正情報を前記物性値情報記憶手段から抽出し、
前記所定の属性情報とともに前記動物用検査端末装置に送信する。動物用検査端末装置は
さらに、中央装置により送信された情報を閲覧可能にする。複数の動物用検査端末装置か
ら物性値情報を、動物の種類または品種を示す属性情報及び補正情報と対応させて受信、
記憶、および送信することにより、検査対象としている検体の動物種（または品種）と同
じ動物種（または品種）の他の検体の検査結果と、それらの検査結果を算出するために使
用された補正情報との参照が容易となる。
【００２２】
なお、「物性値情報」とは、検体について物理的・化学的手法により測定することが可能
な物性値に関する情報を意味しており、測定値そのものだけでなく、測定値の分布に関す
る情報等も含む広い概念である。但し、「物性値情報」とは、検体の最終的な測定結果で
あり、フローサイトメータを使用した分析装置におけるスキャッタグラムを作成するため
の光強度データや、血液凝固測定装置における散乱光強度データなどの中間データを意味
するものではない。フローサイトメータを使用した分析装置においては、光強度データを
用いて取得される検体中の成分の数や濃度が、血液凝固測定装置においては、散乱光強度
データを用いて取得される凝固時間が、「物性値情報」に該当する。また、「動物種」と
は、例えばイヌ、ネコ等の動物の種類を意味しており、「品種」とは、イヌの中でのブル
ドッグ、チワワ、コリー等の種類を意味している。
【００２３】
　第１、６、７、９、及び第１０発明ではまた、属性情報に応じた補正情報であって、動
物用検査端末装置ごとに設定された補正情報によって初期物性値情報を補正することによ
って物性値情報が取得されるので、より正確な物性値情報の取得が可能となる。
【００２４】
　第１、６、９、及び第１０発明ではさらに、中央装置は補正情報を物性値情報と対応付
けて記憶するので、補正情報を変更して物性値情報を再計算することが可能となる。また
、第１、７、及び第９発明では、物性値情報を再計算することを可能とするための情報を
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中央装置に送信可能となる。
【００２５】
　第２発明では、動物用検査端末装置と中央装置とが施設内ネットワークを介して接続さ
れるので、施設内の測定結果を中央装置で集中管理することが可能となる。また、施設内
ネットワークを介して接続されているので、外部に測定結果が漏れてしまうリスクも小さ
い。
【００２６】
　第３発明では、動物用検査端末装置と中央装置とがインターネットを介して接続される
ので、複数の施設から測定結果を収集することができる。これにより、多数の測定結果を
収集することが可能となり、母集団の大きいデータを用いた統計処理が可能となる。
【００２８】
　第４発明では、測定項目の異なる第２動物用検査端末装置がさらに接続されるので、中
央装置で受信、記憶および送信される物性値情報の種類を増加させることができる。これ
により、動物の治療に有用な多くのデータを中央装置で集中管理することが可能となる。
　第５発明では、動物用検査端末装置として血球計数装置が使用される。血球計数装置は
、動物病院で頻繁に使用されている動物用検査端末装置であるため、血球計数装置で得ら
れた物性値情報を中央装置で受信、記憶および送信することにより、動物病院の業務効率
を向上することができる。
　第８発明では、前記属性情報受付手段は、前記属性情報を入力するための属性情報入力
画面を表示するので、属性情報の入力が容易となる。

【発明の効果】
【００２９】
　上記構成によれば、複数の動物用検査端末装置から物性値情報を、動物の種類または品
種を示す属性情報と対応させて受信、記憶、および出力することにより、検査対象として
いる検体の動物種（または品種）と同じ動物種（または品種）の他の検体の検査結果の参
照が容易となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　以下、本実施の形態では、複数の検査端末装置として動物の血液を分析する動物用血液
分析装置を一例とし、図面に基づいて具体的に説明する。
【００３１】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１に係る動物検査情報提供システムの構成を示すブロック
図である。図１に示すように、本実施の形態１に係る動物検査情報提供システムは、イン
ターネットに代表されるネットワーク網１を介して、中央装置３と複数の検査端末装置２
、２、・・・とがデータを送受信することが可能に接続されている。
【００３２】
　中央装置３は、少なくとも、ＣＰＵ（中央演算装置）３１、ＲＯＭ３２、ＲＡＭ３３、
記憶装置３４、入力装置３５、表示装置３６、補助記憶装置３７、通信装置３８及び上述
したハードウェアを接続する内部バス３９で構成されている。ＣＰＵ３１は、内部バス３
９を介して中央装置３の上述したようなハードウェア各部と接続されており、上述したハ
ードウェア各部の動作を制御するとともに、記憶装置３４に記憶されているコンピュータ
プログラム１００に従って、種々のソフトウェア的機能を実行する。ＲＡＭ３３は、ＳＲ
ＡＭ、フラッシュメモリ等で構成され、コンピュータプログラム１００の実行時にロード
モジュールが展開され、コンピュータプログラム１００の実行時に発生する一時的なデー
タ等を記憶する。もちろん、コンピュータプログラム１００は、事前にＲＯＭ３２に記憶
されていても良い。
【００３３】
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　記憶装置３４は、内蔵される固定型記憶装置（ハードディスク）等で構成されている。
記憶装置３４に記憶されているコンピュータプログラム１００は、プログラム及びデータ
等の情報を記録したＤＶＤ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬型記録媒体９０から、補助記憶装置３
７によりダウンロードされ、実行時には記憶装置３４からＲＡＭ３３へ展開して実行され
る。もちろん、通信装置３８を介して外部コンピュータからダウンロードされたコンピュ
ータプログラムであっても良い。
【００３４】
　また記憶装置３４は、物性値情報記憶部３４１を備えている。物性値情報記憶部３４１
は、複数の検査端末装置２、２、・・・にてユーザが測定した種々の物性値に関する情報
を集約して、属性情報と対応付けて記憶する。
【００３５】
　通信装置３８は内部バス３９に接続されており、インターネット、ＬＡＮ、ＷＡＮ等の
外部のネットワーク網１に接続されることにより、外部のコンピュータ等とデータ送受信
を行うことが可能となっている。すなわち、上述した記憶装置３４は、中央装置３に内蔵
される構成に限定されるものではなく、通信装置３８を介して接続されている外部のスト
レージ等の外部記録媒体であっても良い。
【００３６】
　入力装置３５は、キーボード及びマウス等のデータ入力媒体である。表示装置３６は、
ＣＲＴモニタ、ＬＣＤ等の表示装置である。
【００３７】
　本実施の形態１では、検査端末装置２として動物用の血液検査装置を例に挙げて説明す
る。検査端末装置２は、分析装置（例えば血球計数装置）と演算表示装置とで構成されて
いる。図２は、本発明の実施の形態１に係る動物検査情報提供システムで用いる検査端末
装置２の分析装置２ａの構成を模式的に示す斜視図である。図２に示すように、分析装置
２ａのハウジング２０には、ディスプレイ１９、制御基板部９、電源部１０、プリンタ部
１１、及び測定部１２が収容されている。ディスプレイ１９は、タッチパネル式ディスプ
レイであり、情報を表示し、しかも使用者からの入力を受け付けることができる。
【００３８】
　測定部１２は、検体セット部６、検体処理部７、及び流体制御部８で構成されている。
検体セット部６は、上面が開口しており、上面から検体容器（血液を収容した容器）をセ
ットすることができる。検体セットパネル４は、検体セット部６に取り付けられており、
ハウジング２０の外側に位置している。
【００３９】
　押しボタン５は、ハウジング２０の外側に備えてあり、検体セットパネル４と係合する
ことにより、検体セット部６を位置決めしている。押しボタン５が使用者により押された
場合、押しボタン５による係合が解除され、検体セット部６が検体セットパネル４と一体
となって軸Ｒを中心にＡ方向に４５度回転する。これにより、使用者は、検体セット部６
の上面から検体容器（血液を収容した容器）をセットすることができる。
【００４０】
　検体容器をセットした使用者は、検体セットパネル４を押して４５度回転させることに
より、検体セット部６を図２に示す位置に戻すことができる。同様に、検体容器を検体セ
ット部６から取出す時は、使用者は、押しボタン５を押すことによって、検体セット部６
を４５度回転させて検体容器を取出すことができる。
【００４１】
　検体処理部７は、吸引機構１６、検出部１７、及びミックスチャンバ１８で構成されて
いる。吸引機構１６は、検体セット部６にセットされた検体容器から、検体を吸引して検
出部１７、及びミックスチャンバ１８へ注入するための機構であり、吸引管、モータ等の
アクチュエータを備えている。
【００４２】
　検出部１７は、例えば電気抵抗式の検出部であり、検体中の血球に基づいて電気信号を
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検出する。検出部１７としては、例えば、米国特許出願公開第２００２／００３４８２４
号明細書に記載の検出部を使用することもできる。検出部１７にて検出される物性値は、
ＷＢＣ（白血球数）、ＲＢＣ（赤血球数）、ＨＣＴ（ヘマトクリット値）等であり、制御
基板部９へ出力信号として出力される。
【００４３】
　ミックスチャンバ１８は、検体と試薬とを混合するための上部が開口している容器であ
る。流体制御部８には、試薬を収容した試薬容器１３がチューブ１５を介して接続されて
いる。流体制御部８は、試薬を移送するポンプ、該ポンプを駆動するモータ等のアクチュ
エータが備えられており、検体、試薬等を検出部１７及びミックスチャンバ１８へ注入し
、逆に排出することができる。
【００４４】
　制御基板部９は、各部の動作を制御し、測定対象となっている物性値に関する情報を取
得して、分析結果を算出する。制御基板部９の構成については後述する。電源部１０は、
商用交流電源から受けた交流電流を直流電流に変換して、制御基板部９、各部のモータ等
のアクチュエータへ供給する。プリンタ部１１は、分析結果などを印刷するプリンタを備
えている。
【００４５】
　図３は、分析装置２ａの制御基板部９の構成を示すブロック図である。図３に示すよう
に、制御基板部９は、少なくともＣＰＵ９１、ＲＡＭ９２、駆動回路９３、Ａ／Ｄ変換等
を実行する信号処理回路９４、及びネットワークを介して外部とデータ送受信することが
可能な通信インタフェース９５で構成されている。ＲＡＭ９２は、実行するコンピュータ
プログラム、測定された結果に関する情報等を記憶する。
【００４６】
　駆動回路９３は、測定動作プログラムからの指令を受けてモータ等のアクチュエータの
動作、ディスプレイ１９の動作等を制御する。信号処理回路９４は、検出部１７からの出
力信号を解析可能なデジタル信号へ変換する回路である。通信インタフェース９５は、Ｕ
ＳＢケーブル、ＬＡＮケーブル等のネットワークを介して演算表示装置２ｂへ検出された
物性値情報を送信する。
【００４７】
　ＣＰＵ９１は、内部バス９６を介して制御基板部９の上述したようなハードウェア各部
と接続されており、上述したハードウェア各部の動作を制御するとともに、ＲＡＭ９２に
記憶されているコンピュータプログラムに従って、種々のソフトウェア的機能を実行する
。すなわち、ＣＰＵ９１は、信号処理回路９４でデジタル化された、検出部１７で得られ
た信号に基づいて分析処理等を実行し、通信インタフェース９５からネットワークを介し
て演算表示装置２ｂへ物性値情報を送信する。
【００４８】
　図４は、本発明の実施の形態１に係る動物検査情報提供システムで用いる検査端末装置
２の演算表示装置２ｂの構成を示すブロック図である。図４に示すように、演算表示装置
２ｂは、少なくとも、ＣＰＵ（中央演算装置）２１、ＲＡＭ２２、記憶装置２３、入力装
置２４、表示装置２５、出力装置２６、通信インタフェース２７及び上述したハードウェ
アを接続する内部バス２８で構成されている。ＣＰＵ２１は、内部バス２８を介して演算
表示装置２ｂの上述したようなハードウェア各部と接続されており、上述したハードウェ
ア各部の動作を制御するとともに、記憶装置２３に記憶されているコンピュータプログラ
ムに従って、種々のソフトウェア的機能を実行する。ＲＡＭ２２は、ＳＲＡＭ、フラッシ
ュメモリ等で構成され、コンピュータプログラムの実行時にロードモジュールが展開され
、コンピュータプログラムの実行時に発生する一時的なデータ等を記憶する。
【００４９】
　記憶装置２３は、内蔵される固定型記憶装置（ハードディスク）等で構成されている。
通信インタフェース２７は内部バス２８に接続されており、分析装置２ａ、及びインター
ネット、ＬＡＮ、ＷＡＮ等の外部のネットワーク網１に接続されることにより、外部のコ
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ンピュータ等とデータ送受信を行うことが可能となっている。すなわち、ネットワーク網
１を介して中央装置３とデータを送受信することが可能に接続されており、物性値情報を
中央装置３へ送信し、結果判断に関する情報及び基準値情報を受信する。
【００５０】
　入力装置２４は、キーボード及びマウス等のデータ入力媒体である。表示装置２５は、
ＣＲＴモニタ、ＬＣＤ等の表示装置であり、結果判断に関する情報をグラフィカルに表示
する。出力装置２６は、レーザプリンタ、インクジェットプリンタ等の印刷装置等である
。
【００５１】
　上述した構成の動物検査情報提供システムでの検査端末装置２及び中央装置３での処理
手順について説明する。図５は、本発明の実施の形態１に係る動物検査情報提供システム
で用いる検査端末装置２のＣＰＵ２１の処理手順を示すフローチャートである。
【００５２】
　図５において、検査端末装置２の演算表示装置２ｂのＣＰＵ２１は、入力装置２４を介
して、測定対象となる検体の属性情報を受け付ける（ステップＳ５０１）。もちろん分析
装置２ａのＣＰＵ９１が、ディスプレイ１９を介して直接受け付け、演算表示装置２ｂへ
送信しても良い。ここで、受け付ける属性情報とは、動物種（動物の種類：イヌ、ネコ、
・・・）に限定されず、品種（動物の固有銘柄：イヌの場合、コリー、ブルドッグ、チワ
ワ、・・・）、年齢、性別、罹患している疾患の種類等に関する情報であるが、これらに
限定されるものではない。
  図２１は、ステップＳ５０１において入力装置２４に表示される属性情報の入力画面の
一例を示している。この図に示すように、入力画面１２０には、動物種選択領域１２１と
、品種選択領域１２２と、年齢入力領域１２３と、性別選択領域１２４と、疾患情報入力
領域１２５とが表示されている。動物種選択領域１２１では、動物種として、犬、猫、お
よび牛から１つの選択を受け付ける。この図は、犬が選択された状態を示している。品種
選択領域１２２は、動物種選択領域１２１で選択された動物種に対応する品種が表示され
るように構成されている。この図では、動物種として犬が選択されたので、犬に対応する
品種である、コリー、ブルドッグ、およびチワワが表示されている。また、この図は、コ
リーが選択された状態を示している。年齢入力領域１２３には、検査対象となる動物の年
齢が、入力欄１２６に、入力装置２４を用いて入力される。性別選択領域１２４では、性
別として、オス、メス、および中性から１つの選択を受け付ける。この図は、メスが選択
された状態を示している。疾患情報入力領域１２５には、罹患している疾患の種類等に関
する情報が、入力欄１２７に、入力装置２４を用いて入力される。
【００５３】
　ＣＰＵ２１は、検体の測定開始の指示情報を分析装置２ａへ送信する（ステップＳ５０
２）。分析装置２ａは検体の分析処理を実行し、ＣＰＵ９１は、検出部１７にて測定され
た物性値情報を受け付け、演算表示装置２ｂへ送信する。演算表示装置２ｂのＣＰＵ２１
は、分析装置２ａから物性値情報を受信したか否かを判断し（ステップＳ５０３）、受信
したと判断するまで処理は待ち状態となる（ステップＳ５０３：ＮＯ）。ＣＰＵ２１が、
物性値情報を受信したと判断した場合（ステップＳ５０３：ＹＥＳ）、ＣＰＵ２１は受信
した物性値情報をステップＳ５０１で受け付けた属性情報と対応付けて中央装置３へ送信
する（ステップＳ５０４）。
【００５４】
　図６は、本発明の実施の形態１に係る動物検査情報提供システムで用いる中央装置３の
ＣＰＵ３１の処理手順を示すフローチャートである。図６において、中央装置３のＣＰＵ
３１は、属性情報と対応付けられた物性値情報を受信し（ステップＳ６０１）、受信した
物性値情報及び属性情報を記憶装置３４の物性値情報記憶部３４１へ記憶する（ステップ
Ｓ６０２）。
【００５５】
　図７は、物性値情報記憶部３４１に記憶されるデータ構造の例示図である。図７に示す
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ように、送信元である検査端末装置２を識別することができる識別情報、例えば端末ＩＤ
に対応付けて、属性情報及び物性値情報が記憶されている。物性値情報に基づいて動物の
処置方法を決定するために使用される基準値情報を算出した後、該基準値情報算出の根拠
となった物性値情報の送信元である検査端末装置２を特定するのに必要だからである。属
性情報は、複数の属性１、属性２、・・・で構成されており、物性値情報についても、複
数の物性値１、物性値２、・・・で構成されている。
【００５６】
　図５に戻って、検査端末装置２の演算表示装置２ｂのＣＰＵ２１は、結果判断に関する
情報の要求情報を、入力装置２４を介して受け付けたか否かを判断する（ステップＳ５０
５）。ＣＰＵ２１が、要求情報を受け付けていない場合は（ステップＳ５０５：ＮＯ）、
物性値情報の閲覧要求を、入力装置２４を介して受け付けたか否かを判断する（ステップ
Ｓ５０９）。ステップＳ５０５において要求情報を受け付けたと判断した場合（ステップ
Ｓ５０５：ＹＥＳ）、ＣＰＵ２１は、中央装置３へ基準値の要求情報を送信する（ステッ
プＳ５０６）。また、ステップＳ５０９において物性値情報の閲覧要求を受け付けたと判
断した場合（ステップＳ５０９：ＹＥＳ）、物性値情報の閲覧要求情報を中央装置３に送
信する（ステップＳ５１０）。この物性値情報の閲覧要求には、閲覧を要求する動物種ま
たは品種が含まれていてもよし、検査対象となった動物（個体）を識別するデータ（例え
ば、その動物を識別するためのＩＤ）が含まれていてもよいし、検査した装置を識別する
端末ＩＤが含まれていてもよい。さらに、この物性値情報の閲覧要求には、閲覧を要求す
る期間を示すデータが含まれていてもよい。なお、ステップＳ５０９において物性値情報
の閲覧要求を受け付けていないと判断した場合（ステップＳ５０９：ＮＯ）、処理はステ
ップＳ５０５に戻る。
【００５７】
　図６に戻って、中央装置３のＣＰＵ３１は、基準値の要求情報を受信したか否かを判断
し（ステップＳ６０３）、ＣＰＵ３１が、要求情報を受信したと判断した場合（ステップ
Ｓ６０３：ＹＥＳ）、ＣＰＵ３１は、物性値情報記憶部３４１へ収集された大量の物性値
情報に基づいて、属性情報ごとに物性値情報に基づいて動物の処置方法を決定するために
使用される基準値情報を算出する（ステップＳ６０４）。ここで算出される基準値情報と
は、物性値情報に基づいて動物の処置方法を決定するために使用される基準値に関する情
報であり、例えば属性情報ごとに算出される平均値である。基準値情報を用いて、例えば
物性値情報が正常であるか否か（すなわち、検査された動物が健康であるか否か）を判断
する正常範囲の上下所定幅を定めることで、受信した物性値情報が正常値であるか否かを
判断することができる。もちろん、基準値情報として、正常範囲の上下所定幅を有する最
大値及び最小値を含めても良い。この他、一定量の物性値情報が収集可能である場合、収
集された物性値情報に基づいて、測定された物性値の正規分布を算出して統計的演算を行
うことで、物性値情報が正常であると判断すべき範囲を特定しても良い。
【００５８】
　例えば正規分布を用いる場合、ＣＰＵ３１は、取得した所定の物性値Ｚが、確率密度関
数ｆ（Ｚ）の最大側又は最小側、若しくは両方の所定の範囲に含まれるか否かを判断する
。図８は、確率密度関数ｆ（Ｚ）の例示図である。図８に示すように、ＣＰＵ３１が物性
値の平均値と分散とを算出することにより、確率密度関数８０を算出する。もちろん、異
常値を排除するべく、最大値近傍、最小値近傍の物性値を事前に除いてから確率密度関数
ｆ（Ｚ）を求めても良い。確率密度関数ｆ（Ｚ）は、（式１）のように表すことができる
。なお、（式１）におけるσは物性値Ｚの標準偏差であり、（式２）により算出される。
【００５９】
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【数１】

【００６０】
【数２】

【００６１】
　物性値が正常範囲に含まれないと判断されるのは、確率密度関数８０の最大値側の領域
８１又は最小値側の領域８２で、全体の数％、例えば５乃至１０％に相当する範囲に含ま
れた場合と考えることもできる。したがって、取得した物性値Ｚが領域８１又は８２に含
まれる場合には、物性値Ｚが正常でない物性値であると判断することができる。
【００６２】
　したがって、この場合には、基準値情報として中央装置３が検査端末装置２へ送信する
情報としては、少なくとも確率密度関数ｆ（Ｚ）を送信すれば足りる。もちろん、どの範
囲であれば正常と判断すべきかを示す境界値（割合）を含めても良いことは言うまでもな
い。その他、統計処理手順に応じて、基準値情報として検査端末装置２へ送信される情報
は変化する。
【００６３】
　図６に戻って、中央装置３のＣＰＵ３１は、物性値情報の送信元である検査端末装置２
へ、結果判断に関する情報として、受信した属性情報に対応した基準値情報を送信する（
ステップＳ６０５）。例えば動物種「犬」、品種「コリー」で物性値情報を送信してきた
検査端末装置２に対しては、動物種「犬」、品種「コリー」に対応する基準値情報を送信
する。このようにすることで、検査端末装置２単体では特定するには不十分な物性値情報
しかなかった場合であっても、信頼性の高い基準値情報を取得することができ、医師の判
断を支援することが可能となる。
 一方、ステップＳ６０３において要求情報を受信していない場合（ステップＳ６０３：
ＮＯ）は、中央装置３のＣＰＵ３１は、物性値情報の閲覧要求を受信したか否かを判断す
る（ステップＳ６０６）。物性値情報の閲覧要求を受信した場合（ステップＳ６０６にお
いてＹＥＳ）、要求に応じた物性値情報を物性値情報記憶部３４１から抽出する。例えば
、ステップＳ５１０で送信される要求情報に、動物種または品種が含まれている場合には
、ＣＰＵ３１は、その動物種または品種が対応付けられている物性値情報を全て物性値情
報記憶部３４１から抽出する。ステップＳ５１０で送信される要求情報に、検査対象を識
別するためのＩＤが含まれている場合には、そのＩＤによって特定される動物の物性値情
報の全てを物性値情報記憶部３４１から抽出する。そして、ＣＰＵ３１は、ステップＳ６
０８において、抽出した物性値情報を要求情報に含まれる動物種などのデータとともに検
査端末装置２に送信する。
【００６４】
　図５へ戻って、検査端末装置２の演算表示装置２ｂのＣＰＵ２１は、結果判断に関する
情報として、中央装置３へ送信した物性値情報に対応する属性情報に関する基準値情報を
受信し（ステップＳ５０７）、表示装置２５に結果判断に関する情報を基準値情報ととも
に表示する（ステップＳ５０８）。表示装置２５に表示する形式は特に限定されるもので
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はないが、基準値情報と測定された物性値情報との対比が視覚的に可能であることが望ま
しい。
【００６５】
　図９は、結果判断に関する情報として表示装置２５に表示される画面の例示図である。
図９では、物性値情報として各項目の測定値を、基準値情報として表示されている各項目
の正常範囲を、それぞれ表示している。そして、実際に測定された物性値情報が正常範囲
に対して「過小」なのか、「正常」なのか、「過大」なのかを視覚的に確認することがで
きるよう、スライドバー９１を用いて並べて表示している。これにより、測定された物性
値情報が正常であるか否かを目視確認することができる。
【００６６】
　図１０は、結果判断に関する情報として表示装置２５に表示される画面の他の例示図で
ある。図１０では、物性値情報として各項目の測定値をサンプリングし、基準値情報とし
て表示されている各項目の正常範囲との関係を、レーダチャートとして表示している。ハ
ッチング部１０１が、外周部分が正常範囲の最大値を、内周部分が正常範囲の最小値を、
それぞれ示しており、測定された物性値情報がハッチング部１０１に含まれているか否か
により、項目ごとに測定された物性値情報が正常範囲に含まれているか否かを視覚的に確
認することができる。
【００６７】
　物性値情報によっては、単純に正常範囲を定めることができない場合もありうる。その
場合、正常な場合の分布と比較することで、感覚的に正常であるか否かを判断する必要が
ある。図１１は、物性値情報の分布状況を比較する場合の表示装置２５に表示される画面
の例示図である。
【００６８】
　図１１では、測定された赤血球の粒子数と粒子径との関係を示す測定値１１０に対して
、ハッチング部１１１が正常であると判断される分布範囲を示している。図１１の例では
、測定値１１０の極大値での粒子径が、ハッチング部１１１の極大値での粒子径よりも大
きいことから、測定された血液中には、粒子径の大きな赤血球の個数が正常範囲よりも過
多に含まれていると判断することができる。
 一方、ステップＳ５０９で閲覧要求が受け付けられたと判断され（ステップＳ５０９：
ＹＥＳ）、要求情報を中央装置３に送信した場合には、ステップＳ６０８において中央装
置３から送信される情報を受信し（ステップＳ５１１）、表示する（ステップＳ５１２）
。
 図１９は、ステップＳ５１２で表示される画面の一例を示す図である。この例は、ステ
ップＳ５１０で送信される要求情報に、動物種として「犬」が、期間として２００７年１
０月１日から２００７年１１月３０日までが含まれている場合を示しており、動物種「犬
」に対する２００７年１０月１日から２００７年１１月３０日までの物性値情報が全て表
示される。ステップＳ５１０で送信される要求情報に、動物種として「コリー」が含まれ
ている場合には、図１９の画面には、動物種「犬」に代えて品種「コリー」が表示され、
品種「コリー」に対する２００７年１０月１日から２００７年１１月３０日までの物性値
情報が全て表示される。なお、ステップＳ５０５および５０９における要求情報の受け付
け、および、ステップＳ５０８における図１９に示す画面の表示は、インターネットブラ
ウザを介して実行することができる。
【００６９】
　以上のように本実施の形態１によれば、複数の検査端末装置から物性値情報を集約する
ことにより、一つ一つの検査端末装置では絶対数が足りない属性情報を有する動物の物性
値情報を一定量集めることができ、集められた物性値情報に基づいて動物の処置方法を決
定するために使用される基準値情報を算出することにより、より多くの物性値情報に基づ
いた基準値情報を算出することができる。したがって、一の動物病院では十分な検査デー
タを保有していない属性情報、あるいは未知の属性情報を有する動物であっても、医師が
勘と経験とに頼ることなく、より客観的な基準値情報に基づいて動物の処置方法を決定す
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ることが可能となる。
 また、中央装置３が、複数の検査端末装置２から送信された物性値情報を動物の種類ま
たは品種を示す属性情報と対応させて受信、記憶、および出力するので、特定の動物種ま
たは品種についての多数の物性値情報の参照が容易となる。
【００７０】
　なお、基準値情報は、収集した物性値情報に応じて略リアルタイム的に中央装置３で更
新することができる。したがって、わが国では希少で動物種等の属性情報を有する動物検
体の測定結果である物性値情報を受信した場合、より最新の物性値情報を用いて更新した
基準値情報を用いて動物の処置方法を決定することができ、動物医院単独では判断が困難
であった事例に対して正確な診断ができるよう支援することもできる。
 また、本実施の形態１では、ステップＳ５０５および５０９における要求情報の受け付
け、および、ステップＳ５０８における図１９に示す画面の表示は、検査端末装置２にお
いて実行されているが、検査端末装置２および中央装置３以外のコンピュータにインスト
ールされたインターネットブラウザを用いてこれらの動作を実行してもよい。
【００７１】
　（実施の形態２）
　以下、本発明の実施の形態２に係る動物検査情報提供システムについて、図面に基づい
て具体的に説明する。本発明の実施の形態２に係る動物検査情報提供システムの構成は実
施の形態１と同様であるが、検査端末装置２、２、・・・にてそれぞれ測定された物性値
情報が補正されていることを考慮に入れて、中央装置３にて補正を考慮した基準値情報を
算出する点で実施の形態１と相違する。以下、中央装置３、検査端末装置２の基本的構成
は実施の形態１と同様であることで、同一の符号を付することにより詳細な説明は省略す
る。
【００７２】
　本実施の形態２に係る動物検査情報提供システムでの検査端末装置２及び中央装置３で
の処理手順について説明する。図１２は、本発明の実施の形態２に係る動物検査情報提供
システムで用いる検査端末装置２のＣＰＵ２１の処理手順を示すフローチャートである。
【００７３】
　図１２において、検査端末装置２の演算表示装置２ｂのＣＰＵ２１は、分析装置２ａの
ディスプレイ１９を介して入力又は設定された補正情報を受け付ける（ステップＳ１２０
１）。もちろん、演算表示装置２ｂのＣＰＵ２１が、入力装置２４を介して受け付けても
良いし、納品時に設定され、分析装置２ａの制御基板部９のＲＡＭ９２に記憶されている
補正情報を、通信インタフェース９５を介して受信しても良い。
【００７４】
　ここで、補正情報とは、別の測定装置で測定された測定値を真の値として、該分析装置
２ａで測定された物性値情報を、該測定値となるよう補正する補正係数を意味している。
例えば測定される物性値情報がヘマトクリット値ＨＣＴである場合、当該分析装置２ａで
の測定値ＨＣＴ１と、例えば動物病院に設置されていることが多い遠心ヘマトクリット法
を用いる測定装置での測定値ＨＣＴ２とでは、測定値が相違することがある。そこで、そ
の場合には、遠心ヘマトクリット法での測定値ＨＣＴ２を正しい値と仮定して、分析装置
２ａでの測定値ＨＣＴ１が測定値ＨＣＴ２となるように補正係数αを乗算することで修正
する。この場合、補正係数αは（式３）のように求めることができる。
【００７５】
　α＝ＨＣＴ２／ＨＣＴ１　・・・　（式３）
【００７６】
　他の物性値情報に関する補正係数も必要があれば同様に算出される。したがって、物性
値情報だけでなく、物性値情報ごとの補正係数も中央装置３へ送信することにより、補正
前の原物性値情報に基づいて、動物の処置方法を決定するために用いる基準値情報を、よ
り正確に算出することができる。したがって、より最新の物性値情報を用いて更新した基
準値情報を用いて動物の処置方法を決定することが可能となる。
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【００７７】
　次に検査端末装置２の演算表示装置２ｂのＣＰＵ２１は、入力装置２４を介して、測定
対象となる検体の属性情報を受け付ける（ステップＳ１２０２）。もちろん分析装置２ａ
のＣＰＵ９１が、ディスプレイ１９を介して直接受け付け、演算表示装置２ｂへ送信して
も良い。ここで、受け付ける属性情報とは、動物種（動物の種類：イヌ、ネコ、・・・）
に限定されず、品種（動物の固有銘柄：イヌの場合、コリー、ブルドッグ、チワワ、・・
・）、年齢、性別等に関する情報であるが、これらに限定されるものではない。
【００７８】
　ＣＰＵ２１は、検体の測定開始の指示情報を分析装置２ａへ送信する（ステップＳ１２
０３）。分析装置２ａは検体の分析処理を実行し、ＣＰＵ９１は、検出部１７にて測定さ
れた物性値情報を受け付け、受け付けた属性情報と対応付けて演算表示装置２ｂへ送信す
る。演算表示装置２ｂのＣＰＵ２１は、分析装置２ａから物性値情報を受信したか否かを
判断し（ステップＳ１２０４）、受信したと判断するまで処理は待ち状態となる（ステッ
プＳ１２０４：ＮＯ）。ＣＰＵ２１が、物性値情報を受信したと判断した場合（ステップ
Ｓ１２０４：ＹＥＳ）、ＣＰＵ２１は、受信した物性値情報及び補正情報に基づいて、物
性値情報を補正し（ステップＳ１２０５）、補正された物性値情報、属性情報及び補正情
報を中央装置３へ送信する（ステップＳ１２０６）。
【００７９】
　図１３は、本発明の実施の形態２に係る動物検査情報提供システムで用いる中央装置３
のＣＰＵ３１の処理手順を示すフローチャートである。図１３において、中央装置３のＣ
ＰＵ３１は、属性情報と対応付けられた物性値情報、属性情報及び補正情報を受信し（ス
テップＳ１３０１）、受信した物性値情報、属性情報及び補正情報を記憶装置３４の物性
値情報記憶部３４１へ記憶する（ステップＳ１３０２）。
【００８０】
　図１４は、物性値情報記憶部３４１に記憶されるデータ構造の例示図である。図１４に
示すように、送信元である検査端末装置２を識別することができる識別情報、例えば端末
ＩＤに対応付けて、属性情報、物性値情報、及び物性値情報ごとの補正情報が記憶されて
いる。属性情報は、複数の属性１、属性２、・・・で構成されており、物性値情報につい
ても、複数の物性値１、物性値２、・・・で構成されている。補正情報は、物性値１に対
応する補正情報が補正係数１、物性値２に対応する補正情報が補正係数２、・・・と、以
下物性値情報の数だけ記憶されている。
【００８１】
　図１２に戻って、検査端末装置２の演算表示装置２ｂのＣＰＵ２１は、結果判断に関す
る情報の要求情報を、入力装置２４を介して受け付けたか否かを判断する（ステップＳ１
２０７）。ＣＰＵ２１が、要求情報を受け付けていない場合は（ステップＳ１２０７：Ｎ
Ｏ）、物性値情報の閲覧要求を、入力装置２４を介して受け付けたか否かを判断する（ス
テップＳ１２１１）。ステップＳ１２０７において、要求情報を受け付けたと判断した場
合（ステップＳ１２０７：ＹＥＳ）、ＣＰＵ２１は、中央装置３へ要求情報を送信する（
ステップＳ１２０８）。また、ステップＳ１２１１において物性値情報の閲覧要求を受け
付けたと判断した場合（ステップＳ１２１１：ＹＥＳ）、物性値情報の閲覧要求情報を中
央装置３に送信する（ステップＳ１２１２）。この物性値情報の閲覧要求には、閲覧を要
求する動物種または品種が含まれていてもよし、検査対象となった動物（個体）を識別す
るデータ（例えば、その動物を識別するためのＩＤ）が含まれていてもよいし、検査した
装置を識別する端末ＩＤが含まれていてもよい。さらに、この物性値情報の閲覧要求には
、閲覧を要求する期間を示すデータが含まれていてもよい。なお、ステップＳ１２１１に
おいて物性値情報の閲覧要求を受け付けていないと判断した場合（ステップＳ１２１１：
ＮＯ）、処理はステップＳ１２０７に戻る。
【００８２】
　図１３に戻って、中央装置３のＣＰＵ３１は、要求情報を受信したか否かを判断し（ス
テップＳ１３０３）、ＣＰＵ３１が、要求情報を受信したと判断した場合（ステップＳ１
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３０３：ＹＥＳ）、　ＣＰＵ３１は、記憶されている物性値情報及び補正情報に基づいて
、補正前の物性値情報である原物性値情報を算出し（ステップＳ１３０４）、物性値情報
記憶部３４１へ収集された大量の原物性値情報に基づいて、属性情報ごとに物性値の基準
値情報を算出する（ステップＳ１３０５）。
【００８３】
　ここで算出される基準値情報とは、実施の形態１と同様、物性値情報に基づいて動物の
処置方法を決定するために使用される基準値に関する情報であり、例えば属性情報ごとに
算出される平均値である。基準値情報を用いて、例えば物性値情報が正常であるか否かを
判断する正常範囲の上下所定幅を定めることで、受信した物性値情報が正常値であるか否
かを判断することができる。もちろん、基準値情報として、正常範囲の上下所定幅を有す
る最大値及び最小値を含めても良い。この他、一定量の物性値情報が収集可能である場合
、収集された物性値情報に基づいて、測定された物性値の正規分布を算出して統計的演算
を行うことで、物性値情報が正常であると判断すべき範囲を特定しても良い。
【００８４】
　ＣＰＵ３１は、物性値情報の送信元である検査端末装置２へ、受信した属性情報に対応
した基準値情報を送信する（ステップＳ１３０６）。例えば動物種「犬」、品種「コリー
」で物性値情報を送信してきた検査端末装置２に対しては、動物種「犬」、品種「コリー
」に対応する基準値情報を送信する。このようにすることで、検査端末装置２単体では特
定するには不十分な物性値情報しかなかった場合であっても、信頼性の高い基準値情報を
取得することができ、医師の判断を支援することが可能となる。また、補正される前の原
物性値情報に基づいて基準値情報が算出されているので、基準値情報の精度がより高く、
測定された物性値情報が正常であるか否かの判断精度も高くなる。
　一方、ステップＳ１３０３において要求情報を受信していない場合（ステップＳ１３０
３：ＮＯ）は、中央装置３のＣＰＵ３１は、物性値情報の閲覧要求を受信したか否かを判
断する（ステップＳ１３０７）。物性値情報の閲覧要求を受信した場合（ステップＳ１３
０７：ＹＥＳ）、要求に応じた物性値情報および補正情報を物性値情報記憶部３４１から
抽出する。例えば、ステップＳ１２１２で送信される要求情報に、動物種または品種が含
まれている場合には、ＣＰＵ３１は、その動物種または品種が対応付けられている物性値
情報および補正情報を全て物性値情報記憶部３４１から抽出する。ステップＳ１２１２で
送信される要求情報に、検査対象を識別するためのＩＤが含まれている場合には、そのＩ
Ｄによって特定される動物の物性値情報および補正情報の全てを物性値情報記憶部３４１
から抽出する。そして、ＣＰＵ３１は、ステップＳ１３０９において、抽出した物性値情
報を要求情報に含まれる動物種などのデータとともに検査端末装置２に送信する。
【００８５】
　図１２へ戻って、検査端末装置２の演算表示装置２ｂのＣＰＵ２１は、中央装置３へ送
信した物性値情報に対応する属性情報に関する基準値情報を受信し（ステップＳ１２０９
）、表示装置２５に結果判断に関する情報を基準値情報とともに表示する（ステップＳ１
２１０）。表示装置２５に表示する形式は特に限定されるものではなく、実施の形態１と
同様、様々な表示形式を用いることができる。
　一方、ステップＳ１２１１で閲覧要求が受け付けられたと判断され（ステップＳ１２１
１：ＹＥＳ）、要求情報を中央装置３に送信した場合には、ステップＳ１３０９において
中央装置３から送信される情報を受信し（ステップＳ１２１３）、表示する（ステップＳ
１２１４）。
 図２０は、ステップＳ１２１４で表示される画面の一例を示す図である。この例は、ス
テップＳ１２１２で送信される要求情報に、動物種として「犬」が、期間として２００７
年１０月１日から２００７年１１月３０日までが含まれている場合を示しており、動物種
「犬」に対する２００７年１０月１日から２００７年１１月３０日までの物性値情報が全
て表示される。この画面にはさらに、それぞれの物性値情報に対応付けて、補正情報も表
示される。この補正情報は、補正がされていない場合には「１」が表示される。ステップ
Ｓ５１０で送信される要求情報に、動物種として「コリー」が含まれている場合には、図
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１９の画面には、動物種「犬」に代えて品種「コリー」が表示され、品種「コリー」に対
する２００７年１０月１日から２００７年１１月３０日までの物性値情報が、補正情報と
ともに表示される。なお、ステップＳ１２０７および１２１１における要求情報の受け付
け、および、ステップＳ１２１４における図２０に示す画面の表示は、インターネットブ
ラウザを介して実行することができる。
【００８６】
　なお、補正前の原物性値情報に基づいて算出された基準値情報を検査端末装置２へ送信
することに限定されるものではなく、算出された基準値情報を中央装置３にて補正してか
ら、補正後の基準値情報を検査端末装置２へ送信しても良い。図１５は、本発明の実施の
形態２に係る動物検査情報提供システムで用いる中央装置３のＣＰＵ３１の他の処理手順
を示すフローチャートである。
【００８７】
　図１５において、ステップＳ１３０５までの処理は図１３と同様であるので、詳細な説
明は省略する。中央装置３のＣＰＵ３１は、算出された基準値情報を、記憶されている補
正情報に基づいて補正し（ステップＳ１５０１）、物性値情報の送信元である検査端末装
置２へ、受信した属性情報に対応した、補正後の基準値情報を送信する（ステップＳ１５
０２）。
【００８８】
　このようにすることで、基準値情報を受信した検査端末装置２では、受信した基準値情
報を補正することなく、そのまま用いることで、測定された物性値情報が正常範囲に含ま
れるか否か等を確認することができ、動物の処置方法を決定することが可能となる。
【００８９】
　以上のように本実施の形態２によれば、検査端末装置２ごとに異なる値で設定されてい
る補正情報による測定された物性値情報のばらつきを是正することができ、より精度の高
い基準値情報を算出することが可能となる。
  なお、本実施の形態２では、ＣＰＵ９１は、ステップＳ１２０６において補正後の物性
値情報を送信しているが、補正前の物性値情報を属性情報および補正情報とともに中央装
置３へ送信するようにしてもよい。
【００９０】
　（実施の形態３）
　以下、本発明の実施の形態３に係る動物検査情報提供システムについて、図面に基づい
て具体的に説明する。図１６は、本発明の実施の形態３に係る動物検査情報提供システム
の構成を示すブロック図である。本実施の形態３に係る動物検査情報提供システムの構成
は実施の形態１とほぼ同様であるが、中央装置３の記憶装置３４に、疾患情報記憶部３４
２、及び／又は処置情報記憶部３４３を備える点で実施の形態１と相違する。以下、中央
装置３、検査端末装置２の基本的構成は実施の形態１と同様であることで、同一の符号を
付することにより詳細な説明は省略する。
【００９１】
　中央装置３の記憶装置３４に備えられている疾患情報記憶部３４２は、属性情報と対応
付けて、測定される物性値情報が、基準値情報との間で具備するべき関係等を含む疾患判
断条件情報に基づいて、対応する疾患に関する疾患情報を記憶している。疾患情報として
は、検査端末装置２の表示装置２５に表示するメッセージとして記憶しておくことが好ま
しい。医師が視覚的に情報を取得することができるからである。
【００９２】
　例えば、ＨＧＢ（ヘモグロビン量）が正常範囲よりも小さいこと、ＭＣＶ（平均赤血球
容積）が正常範囲より小さいことを疾患判断条件情報として、対応するメッセージとして
「小球性低色素性貧血であり、鉄欠乏性貧血等が疑われます」をテキストデータとして記
憶しておく。また、ＨＧＢ（ヘモグロビン量）及びＭＣＶ（平均赤血球容積）が正常範囲
に含まれること、ＲＢＣが正常範囲より小さいこと、ＬＤＨが正常範囲より小さいことを
疾患判断条件情報として、対応するメッセージとして「大球性貧血であり、再生性不良貧
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血、溶血性貧血、巨赤芽球性貧血、肝臓疾患等が疑われます」をテキストデータとして記
憶しておく。これら様々な疾患と判断することができる疾患判断条件情報に対応付けて、
疾患情報（メッセージ）を記憶しておくことにより、中央装置３で疾患の可能性を判定し
て検査端末装置２へ送信することが可能となる。
【００９３】
　図１７は、本発明の実施の形態３に係る動物検査情報提供システムで用いる中央装置３
のＣＰＵ３１の処理手順を示すフローチャートである。図１７において、中央装置３のＣ
ＰＵ３１は、属性情報と対応付けられた物性値情報を受信し（ステップＳ１７０１）、受
信した物性値情報、及び属性情報を記憶装置３４の物性値情報記憶部３４１へ記憶する（
ステップＳ１７０２）。
【００９４】
　ＣＰＵ３１は、検査端末装置２から要求情報を受信したか否かを判断し（ステップＳ１
７０３）、ＣＰＵ３１が、要求情報を受信したと判断するまで、処理は待ち状態となる（
ステップＳ１７０３：ＮＯ）。ＣＰＵ３１が、要求情報を受信したと判断した場合（ステ
ップＳ１７０３：ＹＥＳ）、　ＣＰＵ３１は、物性値情報記憶部３４１へ収集された大量
の物性値情報に基づいて、属性情報ごとに物性値情報の基準値情報を算出する（ステップ
Ｓ１７０４）。
【００９５】
　ここで算出される基準値情報とは、実施の形態１及び２と同様、物性値情報に基づいて
動物の処置方法を決定するために使用される基準値に関する情報であり、例えば属性情報
ごとに算出される平均値である。基準値情報を用いて、例えば物性値情報が正常であるか
否かを判断する正常範囲の上下所定幅を定めることで、受信した物性値情報が正常値であ
るか否かを判断することができる。もちろん、基準値情報として、正常範囲の上下所定幅
を有する最大値及び最小値を含めても良い。この他、一定量の物性値情報が収集可能であ
る場合、収集された物性値情報に基づいて、測定された物性値の正規分布を算出して統計
的演算を行うことで、物性値情報が正常であると判断すべき範囲を特定しても良い。
【００９６】
　ＣＰＵ３１は、一の物性値情報を選択し（ステップＳ１７０５）、選択された物性値情
報が、特定された正常範囲内に含まれるか否かを判断する（ステップＳ１７０６）。ＣＰ
Ｕ３１が、正常範囲内に含まれないと判断した場合（ステップＳ１７０６：ＮＯ）、ＣＰ
Ｕ３１は、物性値情報と基準値情報との相対関係に関する情報としてＲＡＭ３３に記憶し
（ステップＳ１７０７）、ＣＰＵ３１が、正常範囲内に含まれると判断した場合（ステッ
プＳ１７０６：ＹＥＳ）、ＣＰＵ３１は、ステップＳ１７０７をスキップして、全ての物
性値情報が選択されたか否かを判断する（ステップＳ１７０８）。物性値情報と基準値情
報との相対関係に関する情報としては、例えば物性値情報Ａは基準値情報Ｂより小さい、
物性値情報Ｃは基準値情報Ｄより小さい等の相対関係に関する情報である。
【００９７】
　ＣＰＵ３１が、まだ選択されていない物性値情報が存在すると判断した場合（ステップ
Ｓ１７０８：ＮＯ）、ＣＰＵ３１は、次の物性情報値を選択して（ステップＳ１７０９）
、処理をステップＳ１７０６へ戻して、上述した処理を繰り返す。ＣＰＵ３１が、全ての
物性値情報が選択されたと判断した場合（ステップＳ１７０８：ＹＥＳ）、ＣＰＵ３１は
、ＲＡＭ３３に記憶されている物性値情報と基準値情報との相対関係に関する情報に基づ
いて、疾患情報記憶部３４２を照会するための疾患判断条件情報を特定する（ステップＳ
１７１０）。
【００９８】
　ＣＰＵ３１は、疾患情報記憶部３４２を照会して、疾患判断条件情報が合致するか否か
を判断し（ステップＳ１７１１）、ＣＰＵ３１が、合致すると判断した場合（ステップＳ
１７１１：ＹＥＳ）、疾患判断条件情報に対応付けて疾患情報記憶部３４２に記憶されて
いる疾患情報を抽出する（ステップＳ１７１２）。
【００９９】
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　ＣＰＵ３１は、物性値情報の送信元である検査端末装置２へ、抽出された疾患情報、物
性値情報及び属性情報を送信する（ステップＳ１７１３）。このように中央装置３にて受
信した物性値情報が正常範囲内に含まれるか否かを判断するとともに、物性値情報ごとの
基準値情報との相対関係に関する情報に基づいて、想定される疾患に関する疾患情報を検
査端末装置２で取得することができるので、動物の飼い主に対してより正確な判断を提供
することを支援することが可能となる。
【０１００】
　また、疾患情報にとどまらず、さらにどのような検査を追加すればよいか、等の処置方
法に関する処置情報も同様の処理で検査端末装置２へ送信することができる。この場合、
中央装置３の記憶装置３４に備えられている処置情報記憶部３４３は、属性情報と対応付
けて、測定される物性値情報が、基準値情報との間で具備するべき関係等を含む処置判断
条件情報に基づいて、対応する疾患に関する処置情報を記憶している。処置情報としては
、検査端末装置２の表示装置２５に表示するメッセージとして記憶しておくことが好まし
い。医師が視覚的に情報を取得することができるからである。
【０１０１】
　例えば、ＨＧＢ（ヘモグロビン量）が正常範囲よりも小さいこと、ＭＣＶ（平均赤血球
容積）が正常範囲より小さいことを組み合わせ条件として、対応するメッセージとして「
血清鉄、ＴＩＢＣの測定を推奨します。血清鉄が小さく、ＴＩＢＣが正常又は大きい場合
には、鉄欠乏性貧血の可能性があります」をテキストデータとして記憶しておく。このよ
うに疾患情報にとどまらず、さらに確認するために必要な処置方法等に関する処置情報を
記憶しておくことにより、中央装置３で必要となる処置情報を抽出して検査端末装置２へ
メッセージとして送信することが可能となる。
【０１０２】
　図１８は、本発明の実施の形態３に係る動物検査情報提供システムで用いる中央装置３
のＣＰＵ３１の他の処理手順を示すフローチャートである。図１８において、中央装置３
のＣＰＵ３１は、属性情報と対応付けられた物性値情報を受信し（ステップＳ１８０１）
、受信した物性値情報、及び属性情報を記憶装置３４の物性値情報記憶部３４１へ記憶す
る（ステップＳ１８０２）。
【０１０３】
　ＣＰＵ３１は、検査端末装置２から要求情報を受信したか否かを判断し（ステップＳ１
８０３）、ＣＰＵ３１が、要求情報を受信したと判断するまで、処理は待ち状態となる（
ステップＳ１８０３：ＮＯ）。ＣＰＵ３１が、要求情報を受信したと判断した場合（ステ
ップＳ１８０３：ＹＥＳ）、　ＣＰＵ３１は、物性値情報記憶部３４１へ収集された大量
の物性値情報に基づいて、属性情報ごとに物性値情報の基準値情報を算出する（ステップ
Ｓ１８０４）。
【０１０４】
　ＣＰＵ３１は、一の物性値情報を選択し（ステップＳ１８０５）、選択された物性値情
報が、特定された正常範囲内に含まれるか否かを判断する（ステップＳ１８０６）。ＣＰ
Ｕ３１が、正常範囲内に含まれないと判断した場合（ステップＳ１８０６：ＮＯ）、ＣＰ
Ｕ３１は、物性値情報と基準値情報との相対関係に関する情報としてＲＡＭ３３に記憶し
（ステップＳ１８０７）、ＣＰＵ３１が、正常範囲内に含まれると判断した場合（ステッ
プＳ１８０６：ＹＥＳ）、ＣＰＵ３１は、ステップＳ１８０７をスキップして、全ての物
性値情報が選択されたか否かを判断する（ステップＳ１８０８）。物性値情報と基準値情
報との相対関係に関する情報としては、例えば物性値情報Ａは基準値情報Ｂより小さい、
物性値情報Ｃは基準値情報Ｄより小さい等の相対関係に関する情報である。
【０１０５】
　ＣＰＵ３１が、まだ選択されていない物性値情報が存在すると判断した場合（ステップ
Ｓ１８０８：ＮＯ）、ＣＰＵ３１は、次の物性情報値を選択して（ステップＳ１８０９）
、処理をステップＳ１８０６へ戻して、上述した処理を繰り返す。ＣＰＵ３１が、全ての
物性値情報が選択されたと判断した場合（ステップＳ１８０８：ＹＥＳ）、ＣＰＵ３１は
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、ＲＡＭ３３に記憶されている物性値情報と基準値情報との相対関係に関する情報に基づ
いて、処置情報記憶部３４２を照会するための処置判断条件情報を特定する（ステップＳ
１８１０）。
【０１０６】
　ＣＰＵ３１は、処置情報記憶部３４２を照会して、処置判断条件情報が合致するか否か
を判断し（ステップＳ１８１１）、ＣＰＵ３１が、合致すると判断した場合（ステップＳ
１８１１：ＹＥＳ）、処置判断条件情報に対応付けて処置情報記憶部３４２に記憶されて
いる処置情報を抽出する（ステップＳ１８１２）。
【０１０７】
　ＣＰＵ３１は、物性値情報の送信元である検査端末装置２へ、抽出された処置情報、物
性値情報及び属性情報を送信する（ステップＳ１８１３）。このように中央装置３にて受
信した物性値情報が正常範囲内に含まれるか否かを判断するとともに、物性値情報ごとの
基準値情報との相対関係に関する情報に基づいて、実行するべき処置に関する処置情報を
検査端末装置２で取得することができるので、動物の飼い主に対してより正確な判断を提
供することを支援することが可能となる。
【０１０８】
　なお、上述の実施の形態１乃至３は実施例を示したものにすぎず、発明の趣旨を逸脱し
ない範囲内で多種の変形、置換等が可能であり、上述のように分析装置２ａと演算表示装
置２ｂとで構成され、両者をデータ送受信可能に接続する形態に限定されるものではなく
、一体型であっても良い。検査端末装置２の分析装置２ａとしては、血球計数装置、生化
学分析装置、尿分析装置、免疫分析装置等、計測値を測定して解析することが可能な各種
分析機器に容易に適用することができることは言うまでもない。
【０１０９】
　また、単一の分析装置が接続されることに限定されるものではなく、例えば分析装置と
して、血球計数装置に加えて、生化学検査を行うための生化学分析装置が接続されていて
も良い。そして、この生化学分析装置は、血球計数装置と同様に、属性情報の入力を受け
付け、受け付けた属性情報を物性値情報と対応付けて中央装置３に送信する。ここで、物
性値情報は、ＨＤＬ，ＬＤＬなどを含む生化学項目である。
【０１１０】
　生化学分析装置が接続されている場合、疾患情報としてさらに詳細な情報を提供するこ
とができる。例えばＴＰ（総蛋白量）が小さいこと、Ａｌｂ（アルブミン量）が小さいこ
と、Ｇｌｏｂ（総グロブリン量）が正常であることを組み合わせ条件として、対応するメ
ッセージとして「肝不全、糸球体疾患等が疑われます」をテキストデータとして記憶して
おく。また、ＴＰ（総蛋白量）が小さいこと、Ａｌｂ（アルブミン量）が小さいこと、Ｇ
ｌｏｂ（総グロブリン量）が小さいことを組み合わせ条件として、対応するメッセージと
して「失血、過剰な輸液、腹水・胸水の貯留等が疑われます」をテキストデータとして記
憶しておく。このように、生化学検査の結果の組み合わせに応じて、疾患情報を検査端末
装置２へ表示することもできる。処置情報についても同様であることは言うまでもない。
【０１１１】
　また、上述の実施の形態１乃至３では、結果判断に関する情報は、検査端末装置２側か
ら要求情報を中央装置３へ送信することによって取得しているが、所定のタイミングで検
査端末装置２へ自動送信するものであっても良い。
 また、上述の実施の形態１乃至３では、基準値情報は、テキストデータとして中央装置
３から検査端末装置２に送信されているが、基準値情報と物性値情報とを含む画像データ
を中央装置３で作成し、検査端末装置２に送信するようにしてもよい。
【０１１２】
　さらに、上述の実施の形態１乃至３では、結果判断に関する情報は、検査端末装置２へ
送信し検査端末装置２の表示装置２５で表示しているが、結果判断に関する情報を表示す
るのは、物性値情報を送信した検査端末装置２に限定されるものではなく、例えば同一の
動物病院内に設置されている他のコンピュータが有している表示装置に表示させるもので
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あっても良い。医師の診断を支援するという目的を達することができるからである。この
場合、送信先のコンピュータが、物性値情報を送信した検査端末装置２と同一の施設、動
物病院等に設置されているか否かを判断し、設置されている場合にのみ結果判断に関する
情報を送信する必要があることは言うまでもない。
 さらに、上述の実施の形態１乃至３では、中央処理装置３は、インターネットを介して
複数の検査端末装置２と接続される施設外部のサーバであったが、本発明はこれには限定
されず、中央処理装置３として、施設内の複数の検査端末装置２と接続される施設内部の
サーバを適用してもよい。この場合、ネットワーク網１としては、ローカルエリアネット
ワーク（ＬＡＮ）などの施設内ネットワークが使用できる。このように、施設内ネットワ
ークを介して中央処理装置３と検査端末装置２とを接続することで、物性値情報が外部に
漏れてしまうリスクを軽減することができる。また、物性値情報記憶部３４１には、施設
内の物性値情報のみが記憶されるので、物性値情報を閲覧する際に、表示される物性値情
報の数が比較的少なく、目的としている物性値情報を容易にみつけることができる。なお
、この中央処理装置３を、施設外部のサーバとさらに接続することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１１３】
【図１】本発明の実施の形態１に係る動物検査情報提供システムの構成を示すブロック図
である。
【図２】本発明の実施の形態１に係る動物検査情報提供システムで用いる検査端末装置の
分析装置の構成を模式的に示す斜視図である。
【図３】分析装置の制御基板部の構成を示すブロック図である。
【図４】本発明の実施の形態１に係る動物検査情報提供システムで用いる検査端末装置の
演算表示装置の構成を示すブロック図である。
【図５】本発明の実施の形態１に係る動物検査情報提供システムで用いる検査端末装置の
ＣＰＵの処理手順を示すフローチャートである。
【図６】本発明の実施の形態１に係る動物検査情報提供システムで用いる中央装置のＣＰ
Ｕの処理手順を示すフローチャートである。
【図７】物性値情報記憶部に記憶されるデータ構造の例示図である。
【図８】確率密度関数の例示図である。
【図９】結果判断に関する情報として表示装置に表示される画面の例示図である。
【図１０】結果判断に関する情報として表示装置に表示される画面の他の例示図である。
【図１１】物性値情報の分布状況を比較する場合の表示装置２５に表示される画面の例示
図である。
【図１２】本発明の実施の形態２に係る動物検査情報提供システムで用いる検査端末装置
のＣＰＵの処理手順を示すフローチャートである。
【図１３】本発明の実施の形態２に係る動物検査情報提供システムで用いる中央装置のＣ
ＰＵの処理手順を示すフローチャートである。
【図１４】物性値情報記憶部に記憶されるデータ構造の例示図である。
【図１５】本発明の実施の形態２に係る動物検査情報提供システムで用いる中央装置のＣ
ＰＵの他の処理手順を示すフローチャートである。
【図１６】本発明の実施の形態３に係る動物検査情報提供システムの構成を示すブロック
図である。
【図１７】本発明の実施の形態３に係る動物検査情報提供システムで用いる中央装置のＣ
ＰＵの処理手順を示すフローチャートである。
【図１８】本発明の実施の形態３に係る動物検査情報提供システムで用いる中央装置のＣ
ＰＵの他の処理手順を示すフローチャートである。
【図１９】本発明の実施の形態１に係る動物検査情報提供システムで表示される物性値情
報の閲覧画面を示す図である。
【図２０】本発明の実施の形態２に係る動物検査情報提供システムで表示される物性値情
報の閲覧画面を示す図である。
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【図２１】本発明の実施の形態１乃至３に係る動物検査情報提供システムで用いる検査端
末装置の演算表示装置に表示される属性情報の入力画面の一例を示す図である。
【符号の説明】
【０１１４】
　１　ネットワーク網
　２　検査端末装置
　２ａ　分析装置（血球計数装置）
　２ｂ　演算表示装置
　３　中央装置
　９　制御基板部
　１９　ディスプレイ
　２１、３１　ＣＰＵ
　２２、３３　ＲＡＭ
　２３、３４　記憶装置
　２４、３５　入力装置
　２５、３６　表示装置
　２６　出力装置
　２７　通信インタフェース
　２８、３９　内部バス
　３２　ＲＯＭ
　３７　補助記憶装置
　３８　通信装置
　９０　可搬型記録媒体
　１００　コンピュータプログラム
　３４１　物性値情報記憶部
　３４２　疾患情報記憶部
　３４３　処置情報記憶部
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